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列島保全への課題

第
四
次
全
国
総
合
開
発
と
東
京
一
極
集
中

大
海
嘯
記
念

　
　
　
岩
手
県
山
田
町
船
越

　

１
９
７
０
年
代
末
か
ら
80
年
代

に
入
る
と
、
首
都
圏
だ
け
に
人
口

が
集
中
し
始
め
る
東
京
一
極
集
中

と
い
う
現
象
が
起
こ
り
、
こ
れ
を

背
景
に
第
４
回
目
の
計
画
、「
四

全
総
（
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計

画
）」
が
87
年
（
昭
和
62
年
）
に

制
定
さ
れ
た
。

　

昭
和
20
年
代
の
終
わ
り
か
ら
30

年
代
に
か
け
て
、
高
度
経
済
成
長

の
始
ま
り
と
と
も
に
、
地
方
か
ら

三
大
都
市
圏
へ
人
口
が
移
動
す
る

時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和

50
年
頃
に
な
る
と
、
三
大
都
市
圏

と
も
に
地
方
か
ら
人
口
を
集
め
な

く
な
る
時
代
が
き
た
。

　

そ
れ
が
５
年
ほ
ど
続
く
と
、
な

ぜ
か
今
度
は
、
大
阪
圏
や
名
古
屋

圏
が
地
方
か
ら
人
を
集
め
て
い
な

い
の
に
、
東
京
圏
だ
け
が
人
を
集

め
始
め
た
の
だ
。
東
京
圏
だ
け
に

な
ぜ
人
口
が
集
ま
る
の
か
、
そ
の

背
景
は
何
か
、
こ
れ
を
ど
う
捉
え

れ
ば
い
い
の
か
、
解
決
方
法
は
何

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
が
、

四
全
総
で
あ
る
。

世
界
都
市
機
能
と
「
東
京
」

　

従
っ
て
、
四
全
総
制
定
の
背
景

に
は
、
人
口
・
諸
機
能
の
東
京
一

極
集
中
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
地

方
圏
の
雇
用
問
題
の
深
刻
化
に
ど

う
対
応
す
る
か
、
そ
し
て
本
格
的

な
国
際
化
を
迎
え
る
時
代
に
ど
う

立
ち
向
か
う
か
、
と
い
っ
た
問
題

意
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
解
決
の
た

め
に
、
結
果
的
に
「
多
極
分
散
型

国
土
の
構
築
」
を
「
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
」
に
よ
っ
て
実
現
し

よ
う
と
い
う
計
画
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
つ
つ
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り

地
域
整
備
を
推
進
し
、
基
幹
的
な

交
通
・
情
報
・
通
信
の
体
系
整
備

を
国
の
先
導
的
な
指
針
に
基
づ
き

全
国
に
わ
た
っ
て
推
進
、
多
様
な

交
流
の
機
会
を
国
・
地
方
・
民
間

諸
団
体
の
連
携
に
よ
り
形
成
す
る

と
い
う
内
容
が
盛
ら
れ
た
。

　

こ
の
と
き
、
東
京
に
だ
け
人
口

が
集
中
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
全
国

総
合
開
発
計
画
を
担
当
し
た
国
土

庁
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
っ

た
。
東
京
が
世
界
都
市
機
能
を
も

ち
始
め
た
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
四
全
総

に
残
さ
れ
て
い
る
。

地
方
の
反
論
と
計
画
変
更

　
「
東
京
圏
は
環
太
平
洋
地
域
の

拠
点
、
世
界
の
中
枢
的
都
市
の
一

つ
と
し
て
国
際
金
融
、
国
際
情
報

は
じ
め
世
界
的
規
模
、
水
準
の
都

市
機
能
（
世
界
都
市
機
能
）
の
大

き
な
集
積
が
予
想
さ
れ
、
世
界
的

な
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
が
増

　

低
地
居
住
を
戒
め
た
奈
良
時

代
の
役

え
ん
の

小お

角づ
ぬ

伝
説
が
伝
わ
る
津

波
常
襲
地
、
船
越
地
区
に
は
３ 

基
の
津
波
石
碑
が
あ
る
。

　

明
治
三
陸
地
震
津
波
で
は
伝

説
を
守
っ
た
山
の
内
集
落
は
被

害
を
免
れ
、
船
越
と
田
の
浜
は

甚
大
被
害
を
受
け
た
。
時
が
経

つ
に
つ
れ
低
地
に
再
び
定
住
し

始
め
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

い
う
よ
う
な
議
論
を
す
れ
ば
、
地

方
圏
の
衰
退
や
地
方
で
の
雇
用
問

題
が
深
刻
化
す
る
の
で
は
、
と
い

っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
た
の
だ
。

　

当
時
、
熊
本
県
知
事
を
し
て
い

た
細
川
護
煕
氏
は
、
知
事
会
で
鋭

い
追
及
の
声
を
あ
げ
、
こ
れ
を
受

け
た
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相

は
、
こ
の
全
総
計
画
の
変
更
を
命

じ
た
の
で
あ
る
。

　

も
し
こ
の
と
き
、
世
界
経
済
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
24
時
間
化
し

て
い
く
中
で
、
経
度
の
関
係
か
ら

ア
ジ
ア
地
域
が
分
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
世
界
中
心
機
能
（
ロ
ン

ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
並
ぶ
中

心
機
能
）
を
東
京
が
持
つ
た
め
、

東
京
や
首
都
圏
を
ど
の
よ
う
に
再

開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

と
い
う
議
論
を
真
剣
に
行
い
、
大

阪
や
名
古
屋
な
ど
の
都
市
圏
が
分

担
す
べ
き
も
の
は
何
か
が
検
討
さ

れ
て
い
れ
ば
、
日
本
や
東
京
の
、

世
界
や
ア
ジ
ア
に
お
け
る
位
置
づ

け
は
、
随
分
異
な
る
も
の
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

今
、
東
ア
ジ
ア
を
眺
め
る
と
、

世
界
都
市
機
能
を
分
担
し
て
い
る

の
は
東
京
よ
り
、
上
海
で
あ
り
香

港
だ
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
。
整
備
が
進
ん
だ
現
在
の
上

海
や
香
港
の
よ
う
に
、交
通
環
境
、

情
報
通
信
環
境
、
英
語
環
境
を
整

え
た
都
市
に
東
京
が
変
わ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
、
87
年

段
階
で
持
ち
得
て
い
た
な
ら
、
か

な
り
違
っ
た
日
本
の
姿
に
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
の
日
本
の
経
済
力
は
、
ア

ジ
ア
の
各
国
に
比
し
て
隔
絶
的
に

６

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

書

大
す
る
。
し
か
し
、
首
都
機
能
に

加
え
こ
の
よ
う
な
都
市
機
能
が
東

京
圏
だ
け
に
集
中
す
れ
ば
、
東
京

圏
の
過
密
が
一
層
進
む
だ
け
で
な

く
、
大
規
模
地
震
等
非
常
時
に
お

い
て
東
京
圏
の
機
能
が
麻
痺
し
た

場
合
、
全
国
的
に
大
き
な
混
乱
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
」

　
「
世
界
都
市
機
能
が
常
時
円
滑

に
機
能
す
る
よ
う
、
東
京
圏
の
地

域
構
造
の
改
変
を
進
め
、
既
存
の

集
積
を
生
か
し
、
関
西
圏
、
名
古

屋
圏
等
に
お
い
て
日
本
を
代
表
す

る
特
色
あ
る
世
界
都
市
機
能
を
分

担
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
東
京
世
界
都

市
機
能
論
と
で
も
い
う
べ
き
議
論

の
過
程
で
、
大
変
な
反
論
が
全
国

知
事
会
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

世
界
中
心
機
能
の
議
論

　

今
日
で
は
東
京
の
一
極
集
中
の

ピ
ー
ク
は
87
年
（
昭
和
62
年
）
で
、

そ
れ
以
降
２
０
０
０
年
頃
に
か
け

て
東
京
圏
の
人
口
集
中
が
縮
小
し

て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
が
行
わ

れ
て
い
た
85
～
86
年
頃
は
、
ま
だ

東
京
へ
の
集
中
傾
向
が
増
大
し
て

い
る
と
き
だ
っ
た
。

　

地
方
か
ら
の
人
口
収
奪
が
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
東
京
が

世
界
都
市
機
能
を
持
ち
始
め
た
と

碑い
し
ぶ
みの

記
憶
⑧

被
害
は
免
れ
な
か
っ
た
が
、
低

地
宅
地
が
壊
滅
し
た
の
に
対

し
、
高
地
の
移
転
地
は
一
部
の

浸
水
・
建
物
倒
壊
で
済
ん
だ
。

　

海
蔵
寺
の
碑
は
慰
霊
碑
だ

が
、
東
日
本
大
震
災
で
江
戸
期

の
供
養
塔
や
如
意
輪
観
音
像
と

と
も
に
転
倒
、
寺
の
建
物
は
高

地
の
墓
地
を
除
き
地
震
と
津
波

で
倒
壊
・
流
失
し
た
。

◆
大
海
嘯
記
念
碑
文
［
表
］

一
、
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が

来
る

一
、
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
い
所

へ
集
ま
れ

一
、
津
浪
に
追
は
れ
た
ら
何
処

で
も
此
所
位
の
高
い
処
へ

一
、
遠
く
へ
逃
げ
て
は
津
浪
に

「
多
極
分
散
型
国
土
の
構
築
」
と
「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」

卓
越
し
て
い
た
か
ら
、
東
京
圏
が

環
境
を
整
備
す
れ
ば
世
界
都
市
へ

の
変
貌
は
可
能
だ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
今
や
わ
が
国
よ
り
は
る
か

に
近
代
化
さ
れ
た
空
港
・
港
湾
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
力
を
つ

け
た
ア
ジ
ア
の
各
都
市
に
、
東
京

が
越
さ
れ
て
い
く
の
を
傍
観
し
て

い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

四
全
総
時
代
に
整
備
さ
れ
た
も

の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
88
年
（
昭
和
63
年
）
＝
Ｊ
Ｒ
の

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業
（
青
森
県
・

北
海
道
、
世
界
最
長
の
海
底
ト
ン

ネ
ル
）
▽
本
四
連
絡
橋
瀬
戸
大
橋

開
通
（
岡
山
県
・
香
川
県
）
▽
高

速
道
路
の
東
名
・
名
神
・
中
央
・

北
陸
・
関
越
の
大
環
状
完
成
▽
94

年
（
平
成
６
年
）・
関
西
国
際
空

港
開
業
（
大
阪
府
）

関西国際空港

本
四
連
絡
橋
瀬
戸
大
橋

追
付
か
る

　
　

近
く
の
高
い
所
を
用
意
し

て
置
け

一
、
県
指
定
の
住
宅
適
地
よ
り

低
い
所
へ
家
を
建
て
る
な

（
碑
文
裏
は
昭
和
三
陸
地
震
津

波
の
状
況
と
被
害
）

立田ふれあいの里
品川幹雄駅長

　国営木曽三川公園や船頭平閘門公

愛知県愛西市森川町井桁西 27
県道 125 号　TEL.0567-23-1011

園、森川花はす田などの観光スポットに恵まれ、
石積みに黒塀の「水屋」をイメージした和風造
りの駅。市の特産である「れんこん」など新鮮
な野菜類を直売しています。れんこんを使った
蒲焼き、ラーメン、どら焼き、パンが好評です。

みかも
今井智之支配人

　関東自動車道佐野藤岡インターを降

栃木県栃木市藤岡町大田和 678
国道 50 号　TEL.0282-62-0990

りてすぐ、佐野プレミアム・アウトレットも近い
アクセス便利な道の駅です。多種多様な地元の新
鮮野菜を始めとちぎ小江戸ブランド、とちおとめ
25 グッズなど土産品も多数取り揃えております。
災害時の緊急避難施設も整備されています。

R427 かみ
谷尾諭駅長

　町のふるさと応援寄付金謝礼、播州

兵庫県多可町加美区鳥羽 733-1
国道 427 号　TEL.0795-36-1919

百日どりをふんだんに使う「車留満定食」が大
人気で、休日は 30 分待ちの行列ができます。 お
みやげには、伊勢神宮に毎年奉献している金黄
舞（有機栽培コシヒカリ）、有精卵、杉原紙、と
りめしの具、天然酵母入りパンがおすすめ。




